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小 論 文 問 題 

（法学部 法律学科） 

 

 

以下の文章を読み、問１と問２に答えなさい。 

 

今年 5月、米ニューヨーク州のスーパーで銃乱射事件が発生し、10人もの命が突然奪われた。白

人至上主義者を自称する 18 歳の男性による犯行とされ、撃たれた 13人中 11 人が黒人だったとい

う。検察は人種的な憎悪が動機だとしており、バイデン大統領もヘイトクライム（憎悪犯罪）の根

絶を改めて訴えた。 

 重要なのは、この惨劇が銃所有率の高いアメリカでしか起きない「遠くの出来事」ではないとい

うことだ。日本でも韓国民団の愛知県本部、名古屋韓国学校、在日コリアンの集住する京都ウトロ

地区を狙った連続放火事件が起きている。昨年夏のことだ。現在進行中の裁判では、22歳の被告人

自身の口から、在日コリアンへの差別的な考えをもとに犯行に及んだことが明言されている。 

 4月に起きた別の事件にもヘイトクライムの可能性があり、注視が必要だ。29歳の男性が大阪の

インターナショナルスクール「コリア国際学園」に侵入し、火を付けたとして逮捕された。動機は

いまだ報じられていないが、マイノリティー、しかも子どもたちの安全を脅かす行為であったこと

は確かだ。 

 同じ社会で暮らす少数者に対し、差別や憎しみ、蔑（さげす）みの感情を一方的に抱く。何かズ

ルをしているのではないか、自分たちを攻撃しているのではないか。さらには、その敵意を自らの

内心にとどめず、具体的な加害行為にまで発展させ、時には相手の命すら奪ってしまおうとする。 

 こうしたヘイトクライムが狙うのは、犯行の対象となった人々の生命だけではない。それが破壊

するのは、直接の被害者とルーツなどを共にする人々全員の穏やかな日常であり、見知らぬ人から

いきなり攻撃されることはないだろうという社会や他者への基本的な信頼そのものだ。 

 スーパーで突然撃たれたり、学校や地域がいきなり火を放たれたりする経験がどういうものか。

「平和」を語るとき、国家間の戦争や内戦に想像力を限定しすぎてはいけない。それは日常の只中

（ただなか）で壊されることもあるのだ。誰かにとって平和な社会が、ほかの誰かにとっても等し

く平和であるわけではない。 

 私たちの社会には少数者にしか見せない顔がある。その表情をどれだけ直視できるか。ある外国

人女性は入管の収容施設内で適切な医療を施されないまま亡くなった。何度も SOS を出したのに

点滴すら受けられず、職員からは尊厳を損ねるような言葉まで浴びせられた。検察は彼女の人権を

守る責任があったはずの職員たちを不起訴とし、何の刑事責任にも問わないという判断を下した。 

 日本で育ったあるミックスルーツの大学生は、国籍を理由に大手企業の採用担当者から門前払い

を受けたことを SNSで訴えた。彼女は日本国籍だったが、企業からは外国籍と一方的に判断され、

説明会への参加すらさせてもらえなかった。 

 こうした経験をしたことがあるか。私にはない。ルーツや国籍を理由に学校でいじめられたこと

もなければ、警察から不当に頻繁な職務質問を受けた経験もない。私を含む多数者は、それらの理

不尽を経験することがないだけでなく、恐怖や、悔しさ、悲しみを自らの身に迫るものとして感じ
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ることもない。自分が同じように狙われたり、被害を受けたりすることはないとわかっているから

だ。社会の「無関心」を考えるとき、この非対称な構図は決定的である。 

 だが、何もせずにいられることと何もしないことは違う。ヘイトクライムにも、国家による人権

侵害にも、一人ひとりがノーを言うことはできる。職場で雇用差別があれば、意見することもでき

る。問われているのは自分が生きる社会で何を許容し、何を許容しないかだ。どんなルールを作る

べきか、そのために選挙で、学校で、会社で、地域で、それぞれの「私」が持っているはずの力を

どう使うかだ。無駄にしてはいけない。同じだけの力を、持たない人もいる。 

（出典：望月優大「国内外で続くヘイトクライムや差別 多数者の一人ひとりができること」朝日

新聞 2022年 6月 30日記事） 

 

問１ 下線部について、「私たちの社会には少数者にしか見せない顔がある」とは、どういうこと

か。また、筆者が「その表情をどれだけ直視できるか」を問うのはなぜか。分かりやすく説明しな

さい（200字以内）。 

 

問２ 国内外で続くヘイトクライムや差別について、「多数者」はどうするべきであろうか。筆者の

意見を踏まえつつ、あなた自身の意見を、なるべく具体的に分かりやすく述べなさい（600字以内）。 

 

 

注意 

（1）答案用紙には受験学科・受験番号だけを記入し、氏名は絶対記入しないこと。 

（2）答案は横書きとし、問題の字数に従い解答すること。 

（3）答案は 1行目から本文を書き始め、問題は書かないこと。 
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